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第３四半期の業績は「増収増益」となりました。

売上高は、＋８，９６９億円増となりました。これは、「エネルギー・ソ
リューションセグメント」における、原料費調整に伴う都市ガス単価増等が
主な要因です。

営業費用は、＋７，１４６億円増となりました。これも、「エネルギー・ソ
リューションセグメント」における原油価格上昇等に伴う原材料費増が主な
要因です。

この結果、営業利益は＋１，８２３億円増、 経常利益は＋１，７６１億円
増、 親会社株主に帰属する当期純利益は、＋１，２２０億円増の

１，６８０億円となりました。
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ガス販売量についてご説明いたします。

第３四半期のガス販売量は、業務用で、新型コロナ影響による需要減少から
の回復傾向が見られ増加したものの、家庭用での巣ごもり需要剥落影響によ
る減少等により、全体では▲０．５％減となりました。
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電力販売量についてご説明いたします。

第３四半期の電力販売量は、全体では＋２６．９％増となりました。

小売においては、契約件数の増加により＋６．７％増、卸他については、卸
先の需要増により＋３９．４％増加しました。
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セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利
益とその増減を記載しております。
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エネルギー・ソリューションセグメントとネットワークセグメントの合計に
おける＋１，３１２億円の増益は、都市ガスのスライド差等による粗利増が
主な要因です。電力事業においては、ＪＥＰＸにおける取引単価増の影響に
よる減益要因があったものの、フレーム影響や小売販売量の増等により＋５
０億円の増益となりました。

海外セグメントは、主に原油価格の上昇等に伴う豪州上流プロジェクトの
利益増、ガス価格上昇等に伴う北米の上流・中下流事業における利益増、お
よび為替影響等により、＋４３５億円の増益となりました。
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ご参考として、昨年４月のセグメント変更前の、旧セグメント区分における
売上高・利益の対前年同期比較をお示ししております。
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２０２２年度通期につきましては、「増収増益」と見通しております。

見通しの前提となる１月以降の経済フレームは、原油価格については１バレ
ル１００ドルから９０ドルに変更しております。為替レートについては１ド
ル１４０円から変更しておりません。

売上高は＋１，０４０億円増と見通しております。これは、「エネルギー・
ソリューションセグメント」における、原料費調整に伴う都市ガス単価増、
また電力事業における販売量増、販売単価増等が主な要因です。

営業費用は、都市ガス販売量の減等に伴う原材料費減および単価減等により、
▲７７０億円減と見通しております。

この結果、営業利益は＋１，８１０億円増、 経常利益は＋１，６５０億円
増、親会社株主に帰属する当期純利益は、＋１，１８０億円増の

２，３６０億円と見通しております。
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ガス販売量は、家庭用での巣ごもり需要剥落の影響等により、前回見通しと
の対比で▲０．７％減を見込んでいます。
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電力販売量は、主に卸向け販売量増により、前回見通しとの対比で

＋１．２％増を見通しております。
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セグメント別の売上高および利益の見通しと、前回見通しに対する増減を記
載しております。

各セグメントごとの利益の主な増減について、次のページでご説明いたしま
す。
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エネルギー・ソリューションセグメントは＋１，８９４億円の増益を見通し
ています。これは、都市ガスのスライド差等による利益増に加え、電力事業
において、フレーム影響や販売量増等に伴う粗利増、またＪＥＰＸ調達価格
高騰影響の縮小等に伴う粗利の増を織り込むこと等が主な要因です。

ネットワークセグメントでは、家庭用ガス供給量の減少に伴う託送収益の減
等により、▲３６億円の減益を見通しております。

海外セグメントでは、ガス価格下落等に伴う北米上流プロジェクトの利益減
等により、▲４５億円の減益を見通しております。

営業外損益については、主に、対前回見通し比較での円高影響による為替差
損の増等により、▲１７４億円の減益を見通しております。

14



１５、１６、１７ページには、今回の通期見通しと前年実績との比較をお示
ししております。
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２０２２年度におけるキャッシュフローの使途の見通しをお示ししておりま
す。
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連結ベースの主要計数を掲載しております。
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参考資料として、経済フレーム感度表に加え、原油価格・為替レート、期間
中の主なトピックス、主な海外投資案件等を掲載しております。
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